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産 褥 子 宮 内 感 染 に 対 す るloracarbefの 臨 床 応 用 と内 性 器 へ の 薬 剤 移 行

舘 野 政 也 ・佐竹 紳 一 郎

富山県立中央病 院産婦人科*

1)9例 の 産褥 子宮 内感 染症 にloracarbef 200mgま た は400mgを1日3回 使 用 し,有 効7

例,や や有効1例,判 定不 能1例 であ った。

2)細 菌学 的に は3例 に菌 の消 失,1例 に減 少,1例 は菌交 代で あ った。

3)内 性 器へ の臓 器内 分布 も高濃 度で あ った。

4)副 作 用,臨 床検 査値 の異 常 は認 め られ なか った。
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産婦 人科領 域で は性 器の解 剖学 的 な性 格上 上行 感染

が 多 く,し たが って子宮 内感 染 や付属 器炎,骨 盤 内感

染 は 日常 しば しばみ られ る疾 患 であ る。 また起 炎菌 と

して はEscherichia coliを は じめ と してGBS,Klebsfella

Pneumoniae,Bacteroides属,最 近 はChlamydia trachoma-

tisなど に よる感 染 が 多 い。 つ ま り腸 内細 菌叢 に よ る

感 染が 多い こ とにな る。 しか し,子 宮 内感染 は別 と し

てその他 の感 染 にお いて は起 炎菌 の 同定 は困難 なこ と

が 多 い。 したが って産婦 人科 感染症 の治 療 におい て は

グ ラム陰性菌 の 占め る割 合 は多 いが グラム陽性 菌 に対

して も有効 な広範 囲抗菌 スペ ク トラムの抗生物 質 の使

用 が優 先 して使用 され るべ きで ある と考 え られ る。

今 回,我 々 は 第1世 代 の経 ロ セ フ ェム 剤 と同 等 に

StaPhylococcus amusやE.coliな ど広 範 囲抗 菌 スペ ク ト

ラ ムの抗 生剤loracarbefを 臨床応 用 す る機 会 を得 たの

で以下 それ らの成績 と臓 器 内分布 につ いて検 討 した。

1.対 象お よび方 法

1.子 宮 筋腫 な どで子 宮摘 出患 者6例 をat randomに

え ら び,術 前 にloracarbef(LCBF)200mgを 経 口投 与

し,開 腹 し,子 宮摘 出 の段 階 で子宮 血管結 紮時 に肘 静

脈,子 宮 動脈 よ り採 血,さ らに摘 出子宮 につ いて子 宮

内膜,子 宮底 部筋層,子 宮 頸部,子 宮 膣 部,卵 巣,卵

管 内へ の薬物 の移行 状態 を観察 した。

2.分 娩 後の 子宮 内感染 症8例,骨 盤腹 膜 炎1例 に対

して200mgま た は400mgを1日3回,3～7日 間LCBFを

経 口投 与 し,投 与前 後の 自他覚 的症状,臨 床検 査値,

子宮 内容培 養 な どを行 って投与 前後 の成績 を比 較検 討

した。

3.使 用 した薬 剤LCBFに つい て1)

本 剤 は 協和醗 酵 工 業KKに よ って合 成 され た経 口用

カルバ セ フ ェム 剤 で あ る。 また本 剤 は腸 管で 吸 収 さ

れ,代 謝 され る こ とな く90%以 上が 尿 中 に回収 され,

体 内で安 定 であ り,生 物学 的利 用率 は極 めて高 い とさ

れてい る。

また 抗 菌 ス ペ ク トラム はS.aureus,StaPhylococcus

ePidermidfs,StrePtococcus Pyo8enes,StrePtococcus Pneu-

moniae,E.coli,K.Pneumoniae,Proteus mirabilis,

HaemoPhilus influenzaeの 範 囲 で,い わ ゆ る第 一世代 の

経 ロセ フ ェム剤 と同等 であ る とい う。 したが って産婦

人科領域 感染 症 には極 めて有 効 な こ とが示 唆 される。

II.成 績

1.婦 人科 内性 器臓 器 内分布

本剤200mgを 経 口投 与 の上1時 間後 に 原則 と して手

術 を行 い,各 臓 器 内 のLCBFの 濃 度 を測 定 した ところ

Table 1の 如 くで,個 人 差 は あ るが,各 臓 器 に良好 な

移行 が得 られてい る。 したが って本剤 の経 口投 与 によ

って内性 器感 染症 に対 して有 効性 が示唆 され る。

2.子 宮 内感 染症 に対す る効 果(Table 2)

症 例No.1～6ま で は 帝 王 切 開 後 の 子 宮 内 感 染 であ

り,No.7,8は 自然 分娩 後 の子 宮 内感 染 であ る。No.1

は38.4℃ の発 熱 が36,6℃ まで解 熱 した以 外 にはCRPが

21.7→5.4ま で下 降 しやや有 効で あ ったが,No.2～5,

No.7,8は か な りの 臨 床 的 効 果 が 認 め られ た。 また

No.6はS.aureus(MRSA)が 検 出 され たが 当患 者 は下痢

も伴 って お り,消 化 管 か らMRSAのcontaminationが 考

え られ,臨 床 成績 をみ て もS.aureusは 消失 した ものの

有効 性 につ いて は不確定 であ る。 またNo.9は 帝 王切開

後 の骨 盤腹 膜 炎 と思 われ るが,有 効 で あ り,9例 中有

効 とい え る症例 は7例 であ った。

III.考 按

産婦 人科領域 で とり扱 う感染症 は尿 路 感染症 をは じ

め と して極め て多 く,し か も骨 盤腹膜 炎 や子宮付 属器

*
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Table 1.Serum and tissue concentrations of loracarbef(200 mg p.o.)

N.D.:Not detected

Table 2.Clinical efficacy of loracarbef

after d.(CS):after delivery(cesarean section) Labd.pain:lower abdominal pain N.D.:Not done
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炎 な どで は起 炎菌 に結 びつ く菌 の証明 は不 可能で あ る

場 合が 多い。 しか し,起 炎菌 と して は グラム陰性 桿菌

が 多 く,こ の点 か らいえ ばこれ らの菌 に感受 性 の高 い

抗 生物 質 の使 用 を第1と す べ きで あ ろ う。 そ の他検 出

され る菌 と して は1(.Pneumoniae,Enterococcus faecalis,

さらに最 近 はS.anreusな どが 多 くな って お り2),グ ラ

ム陽性 菌 に も有 効 な広 範囲抗 菌 スペ ク トラムの抗 生物

質の使 用 を余儀 な くされ る。 したが って最 近 は腸 内細

菌叢 を含 む広範 囲 なグ ラム陰性 菌お よび一 部の グラム

陽性菌 に対 して も有効 な抗 生物 質の使 用が 特徴 となっ

て きて い る3.1)。そ の 他,投 与 薬 剤 に 関 して は臓 器 内

濃度 分布 の問題 も重 要で あ るが,最 近の抗 生物 質 は本

剤 も含め 子宮 内膜,筋 層,付 属 器 あるい は骨盤 死腔 な

どへ の到 達 性 に優 れ て い る こ とが知 られて い る鮒 。

今 回,著 者 らは6例 につ い て臓 器 内濃 度 分布 を,9例

に対 して臨床効 果 を検討 したがほ ぼ満足 すべ き成績 を

得 た と感 じてい る。
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Pharmacokinetics and clinical studies on loracarbef

in puerperal intrauterine infections

Masaya Tateno and Shinichiro Satake

Department of Obstetrics and Gynecology,Toyama Prefectural Central Hospital

2-2-78 Nishinagae,Toyama 930,Japan

1)Nine patients with puerperal intrauterine infections were treated with loracarbef(LCBF)

at a daily dose of 200 or 400 mg administered three times a day.Clinical effects were good in 7

cases,fair in one and unknown in one.
2)Bacteriological response showed eradication in 3 cases,a decrease in one and replacement

in one.

3)LCBF showed favorable penetration into various tissues.
4)No side effects or abnormal laboratory findings were observed.


